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家蠶の体重減少に及ぼす温度並に濕度の作用に就て

山口定次郞

　1緒　　言
　獄兜のみならfa－一般生物の生命に及ぼす溜度並に漁度の影響に關する研究は生理畢乃至ぼ生

態學上最も重要な問題の一であると信する。

　桶般に鱗翅日幼蹴融の中にても廉雑多澱の伽紛を鮪してゐるものであつて欝己に於

て悉齢による相違はあるが大体肚獄となる時88％の多量の水分を荷してゐる、從つてその12

％は彫成分であるが此の水分及固涯粉の均衡（W・七・r・b・lance）が生擁惰の或一定の値と

な姥る搬燃てのみ雄物は完垂に齢を全ふしうる。從つて休量の減少（体，tc分及圃形物

の域少）は生命に重大なる關係を有する。著者は襲（1931）に絶食中鑓兇の生命に及ぼす漁度の

羅を蓮べたが・縮の知る範團では獄に於一（・1・±　．此の種の陥蹴ては一Eiくは池田氏、最近

に板谷氏の飢餓曲線に關する研究あるも，温度並に漁度に就ては殆ど實験されてゐないと思ふ

ので主として絶食中翻児に就て訳の項閏に就て躍瞼研究を行つた。即

1・維食中腫蚤の減少型式　　　2・休重最、水分及固形域分ω妙割合

3・靴”糊内・翠位㈱よりの；J｛妙量4・澱・噛剥鍍1％のfイ・轍少燭する個
5．休重減少調節作用

　等に劉する温度及漁度の作用に就て研究した。　　　　　　’

　木研究をなすに當り常に御脂導を賜はつ陀蒲生敦授及台北帝大助敏授小泉清明氏に樹し叉實

験に當つて多大の助力を興へられたる金澤勇及平尾素平爾氏に封し深遊の謝意を表す。

Ir　實験力法及材料

　1．　欝験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

1鞭装置には前報の姐主として1：，・g・・u1眠により、硫酸濃度1こよる1顯⑩鰍法を探用

した。

　溜慶はThermos七at．冷夏歳庫及催青室等を使用す、

材料の探り方は前報と同様凡て獲育その｛澱境の一定せるものを探りたり。

　起鎧の際に排掛する糞は・その重最（圃形分及水分）を調べ訟きて全く体成分のみに就き調

盗せり。材料は主として絶食中のものにして、食桑中のものも行ふべきなるも今回は、實験の正

確を期せん爲に之を用ひたり。但し・調節作用の爲には食桑せるもの玉絶食獄免を使用す。

　術絶食鑓牧容箱は特に造りたる、金網製飾様のもの二個を一組として塞氣の流通を計りたり

　2．　孝オ　　　遼ξ斗

　國灘支101號×國慧隊9號……・・…・4齢起慧

　腫端歪讃日1號×國欝錠支4書1｝註・・．・．，．．・・．・・．5噛令起霊竃

　園鷲支110號一・∵一……・・……－4齢及5齢起獄

　國慧支103號……・・一……………・・4齢及5齢起獄

　　　以下「國獄」を略して記載す。

III　　實験系吉果
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A，難体重量減少型式

　1．温　　度
温度を種々に攣へたる脇合（濤纏一定）餐温度に於ける麗兇の死に到るまでの休重の減少量

を時闇的に秤量したるに、体重減少の蓮さ及型式は各温慶旺に就て次の如し。

　第1表　体璽の減少と温度
　　　　材料　丈101號×歌9號　4齢refSU　（Y・S・50頭）　　　（灘度50％）
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　　　　　　第1圃　体重量の減少と混度との關係を示す
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の死獄繊で涜る時までの測定値を記したり。

　2，漁　　度

　大氣灘度を種々に攣じ疲る傷含（温度一定）此の中に於ける絶食中翻兇の体量の減少を溢度

の鵬合と同檬に時間的に測定したるに次の如く濫度の瘍合と同檬にして何れも大休に於て死に

至るまで直線的減少を示す。

第2表a・体量の滅少と漁度
　材≒ド」」　　　交101號×駄9號　　　　4画合起釜話：　　　（蜘・50頭）

　　　　　　　　　　（温度　80°F）

縄　　　1
編食　　　体重　　　10

時間　　　量

晴間　　　　　　　　窩
0　　　　　　9．09

6　　　　　　8．85

14　　　　　8．50
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鋸2表b・休量の減少と漁度
　材料　　日1號×支4貌　　五齢起醒　（鋼10頭）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輔

　　　　　　　　　　（瀧度　　　80°F）

轡　　　　・
　　　体露　　　ユ5　　　　　　　　　　　　　　　ω
絶食　　　蟄　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
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第2岡　b．体璽の減少と灘度との關係な示す
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　B、体重量、体水分、及固形成分の減少

　生物体の成分を大別すれば水分及圃形域分となるは冒ふまでもないが、伸最が減少する際減

少に影響大なるは・紛なるか澗形分なるかに就ては新陳代謝の問題に相當關係あり興味ある

問題であると思ふ。之に就ては既にHa11も1’loclineもその璽要性に就て實瞼されて居り叉署

蔚の前報にも寵述す所あつた。而して之等によれば、休重量の減少の大部分は（71％～91％）

は水分である事が朋白である。

第3表　体量、水分及固形成分の減少割合

　壕；」畠雇聾　　　　日1號〉く支4號　　　　5齢起鎧　　　　（8‘，りF）

灘

慶

tJ5

％

75

％

15

％

實験漕手前

絶食巾（53時間月）

減　　少　　　彙

減　少　黎（％）

宗琶食中（51sfritft問目）

減　　少　　彙

減　少　寧（％）

浮濱食中（53時fh7目）

減　　　少　　　澱

減　少　肇（％）

生　　　　体

100　gr

93．92

6。18

100

87。68

12。32

100

89．09

10．91

100

水　　　　分

89．25

8桑。83

d．A2

71，60

78．02

11．23

91。16

79．64

9．61

88．8生

周形成分

コ0．75

8，99

1．76

28．40

9，66

1．09

8．84

9．45

1．30

11．ユ6

賀騰手前の生体mは之を1・・9・とす誠少㈱生体峨少慨コ・・として水分及調形分峨魏

之にi鮒する割合で示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

C、輩位時間内輩位重量よりの減少

輩位時闇（10時闇）内に輩位体量（10瓦）より酒失する重量を知らんとし實測計尊せり。

　　第4表輩位時聞内輩位体量よりの減少量と温度

溜、度（F）

減少最
　（滉）

37°

O、122

il7一

0．111

62°

O。129

68°　　　　　　　80”

0，181 0，器正

90°

丈101×隊9號　　　　 d齢漣⊇蟹藝1　　　（50％）

第5表「箪位曙酌馴淋量よりの減少量と漏度

0．31S

灘　慶

減少蚤
　（琵）

10％

0．268

30

0．2d4

50

0．2dO

70

0．226

80

0．18止

90

0．155

96

0．123

三セ101×歌ソL勢駐　　　　　4齢起翼　　　　（80°F）
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第5表　　II　箪位時聞内輩位f氷量よりの城少量と漁度

灘　慶

減少景
（瓦）

15％

0．230

40

0，218

60

0．188

75

；za－　＝＝一冨＝ ｧ一一一

85

o．169　1　0．134

　　　　i

95

日1號×支4號　　　　5面餐起歪翫　　　　（80陽F）

今之等の關係を圓示せるに次の通りである。

0．32

0．30

0．28

9，26

減　0．24

　　0．22

少
　　0．20

量　0・18

（　　016
9
）　　O。1d

0．12

0．10

0．08

O．08

、。、。㌦『。∫㌦、。、。”　靴繊難時間内蹴少す
　　　　　　　　　　　　　　　　　一．　噛　る割合は上表及曲線によbて明なる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　如く、温度に就ては、90°F～47°Fま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　では減少は急激に少くなるが實験範

O　　　　　　　　　　　　　　　　　　團内に於て却つて減少最は4・7°∬の

　　　　。　　　　　　　　　　　　　　瘍合より　37°の場合の方のが多い。

e－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度（D，Au包看日差（E　a七ura七io］・1　deficiency）

：°盤　＼　　鷺萌課欝温欝錠
　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　少も大である、然し甚だしき乾燥の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場合には、水蒸氣獲散の抑制作用あ

　　　　　　　　　　　　　　⑱　　　　　るものの如くその減少割合は少V・

　　0．06

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D．体量減少に劃する温度

　　　　゜2°灘並゜度勘8°1°°　・“F並に漏度・％（關係顯）の

　鱗行、。醐内に於て生憾・・瓦よ賊少する餓　　作用

　　　　細麟。澱蹴てXしたるもの　　　次に温度∬が幾何の羅の減少tc
　　⑳，0……灘度の揚合　　　　　　　　　　　　　輿つてゐるか叉その温度の高低にょ

　　△　　・・…轍度の場合　　　　　　　　　　　　　つて同じく1°Fにてもその作用は異

なるか、更に漁度（關係ima度）1％1窃死ても同様にその作用に相違ありや、而して漁度1％と

　温慶1°（F）の作用の割合は如何なるかを知らんとした。即　次の表の如し。

第6表　温度1e（F）の作用

温　　度働

封灘度一慶上
昇減少体量
　　　｛mg、

t・－32cF

37°

24．5

5e

47v

7．4

15°

62°

d，3

30°

6　ls°

5．11

36u

80°

d．S1

48°

90°

5．i28

58°

支101號×距簸9號　　　　盗匿冷起蟹璽　　　　（灘度　50％）
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第7表　工漁度1％の作用

灘度　　（％｝
　　（T・1）

封飽和薙ユ
減少体最（lng）

他　　和　　飛
　（100－H）

10

2．98

90

30

3。49

70

50

4．80

50

70

6．1e

30

SO

7．75

20

90

15．5

10

100（99）

123．0

1

支101號×鰍9號　 4齢起慧　　（80°F1）灘凌100％は計第上90％とす

第7表　1工漁度1％の作用

灘度　　（％）
　　LI”，1）

封飽和差1
減少体瀧（mg）

碗　　和　薦
（100－II）

ll

2．82

ti5

AO

3．63

60

60

4．70

dO

75

6。76

25

85

8．臼3

工5

95

16．0

5

　　　　　　　　　　口1魏×丈4號　　5爵令起懲　　（805Fり

　　　、。。，。e，。1胤蕊（”）、。。、。．　即之に伽・ぽ脚（F）が休

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量減少に作用する割合は60°～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90nF（但瀦度50％）の範園では
　　30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高温程梢大なる傾向あり、國同

　　28　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一の1°（F）にても、高温の側と

　　‘a6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　低淵の側の1°（F）には作用に相

減、4　　　　　　　　　勧り・・°R以下の搬では温
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度よりも漁度の影響による事が
少　22
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大なる如くで．此以下の温度で

澱　ΣO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は水分の獲散の調節が失はれた

曾　18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る；伏態にあつたのであらう、47°

巴　　　　　　　　　　　　　　近塑よ賊少割含が急激に大で
　　16
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。即之は温度の影響よりも

　　14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寧ろ50％といふ低漁度の關係

　　12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　による事大なる爲であらふ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次に漁度に就て灘度1％の減
　　10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少の体重減少に及ぼす割合は多

　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘の側に於て大で特に80％以

　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　上では急激の増魏を示してゐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るo
　　或
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彰ζに温度le（FJの上昇と漁度

　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に關し飽和差1の塘加が休量の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　減少IC及ぼす、作用は、試験に
　　Ω　　　　10　　　20　　30　　40　　50　　　60　　70　　　8〔｝　　90　　100

　　　　　　　　　　　　灘　度　（％）　　　　　　於て漁度50％で60°～90°（F）

　　第d岡体量減少に封する1°（F）灘度1％の作用を示す　　の時、及温度80°丸F）で漁度

伽

⑧，O・　濡度二対知レ曲線

@　　　　　」図《　　　　・・…

期度二対入’レ曲線

Q

o凶　《

ム
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50～60％の時と略同程度である。帥或灘漁度の範圃内では溜度1°（F）と漁慶1％とは、略圃

程慶に生命に作用するものとtrひ得る。

　E，体量減少に封する調節作用

　既にCに於ても見らる工様に甚だしき乾燥の霧合に於ては、体量減少の制御作用を是するも

のの如くであるが、著者は巫に主として漁度に關して生休並に死体に就て3く、乾燥或は多漁の

傷倉に於て体最の減少（主として水分の滅少）に調節作用ありや否やを實駒的に誰明せんとせり。

　帥普通獲育中の生休と湯にて殺したる新鮮屍休とを材料とし、同一淵度にて多灘並乾燥巾に

置き刻々の体量を測定した。

第8表　1、休重減少に劃する調節能力

　材料　　支105號　　五齢3日目　　絶食10時間后のもの　　（5頭）

　　　　　　　　　　（86”F）

　0

　4

　9

13

20

2鑑

30

36

46

50

5t

59

69

7d

78

84

93

105

120

生　　　　　　　　　体

乾　　　燥

7．65

7，61

7．48

7．45

7．08

6．95

6．73

6．57

6．12

5．83

5．63

5．03

d．．35

4，00

3．59

3，11

2．18

多　　　　灘

7．65

7．62

7．s3

7．40

7。36

7．21

7．10

7．04

6．98

6．85

6．78

6．73

6．71

6．68

6。43

死　　　　　　　　　　休

乾　　　燥

7．65

7．32

6．99

6．86

6．49

6，11

5．83

5，05

d。62

3．95

3．82

3。22

1，87

1．盛9

1．27

0．95

0．87

0．83

0．82

多　　　　灘

7s5

7．63

7，58

7．53

7．d9

7．40

7．33

7，21

7．10

6．94
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第8表　2　休量城少調飾能力
　材Yst｝　　　口1號×三乏二4號　　　（4齢起鋤O頭）

　　　　　　　　　　　　　　（8庄゜F）　　　　　　（　）内は生イイ‘rい列三召‘となオLるものの箇弐露滝
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10　　　　　20　　　　‘30　　　　　　　dO　　　　　　5〔｝　　　　　60　　　　　　70　　　　　　80

　　　　　　臨　　　　　　問

　　　　　第5岡1。及第5圏2体露減少に謝する調節作用の存在を示す

　　　　　　　一tは生体、一1一一・・は死体の曲線並に生伸が死したる揚合の曲線即死后り曲線を

　　　　　　　示すo

　帥竃験結果の示す如く死体の如く物理的に影響を得くるものは、多漁に於ては減少少なく、

乾燥に於・eは休鰍少するeと翻なり、然るに生徹ては螺鵬合は死休の搬よりも休

鱗少多く反鋼に乾燥の齢は、死休より繊少する購か砂し・甑右1三体には休鰍少に

謝する調節能力を有す。
　叉、生休に於ては乾燥の側に制御作用を表し多漁に於て休水分蒸機の促進作用を表すものの

様である。之は、Cの膓合の實瞼に於てもその曲線の良く示す如である。

　工v　考　　察

　休成分、体重の減少、休水分並に固形分ゐ減少及休水分の蒸獲作用等に就ては、既にBodine

（・92・）H・nC・922）H・11・・nd　ll・・七（・93・）1’e…rse（・926）S…i七h　V・rn・n　and　」－t　Gl〈s°n（1931）

小泉（1929），（1931）西t・J－　．19，　30），（1931）川瀬（19・7）池田（・913）増井（1932）板谷（19・　B3）等

の研究者がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　叢に就ては川瀬氏は休域分に就て化駆的に調査されてゐる、之に於ても蟻慧の水分74％を除

いては、食桑せざる場合の休成分は水分88～85％位を示してゐる。　　池田氏は飢餓と休量

磁耗蹴て麟せられその城少型式は瀦嗣蹴髄繍勺なるを言繊してゐる・烈硲氏
も死までの曲線を實験式をもつて示してゐる、然しながら、濫度並に漁度は一定してゐないの

で漁度の作用なるか’盗度の作用なるかに就ては判明しない。
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　次に水分の減少に關し水分の蒸獲蚤を1則定せる増井氏の域績に比するに、之は實験の方法、

温度によりて相違してゐるが25°C（77°F）80％内外に於て10充の生休量よりIO時陶内に

失はる水分は、O．1－0，15grにして爾簡・共に大休近似値を示してゐる。

　然しb乾燥の側に於ては憎井氏によるものよりも著者の場合は少い。

　從つて同一一盗度に於ては察i氣の同一漁度差に封する増減量は、漁度低き場合は灘度高き瘍含

よりも大なるものS如しとの増井氏の傷合と反封に前述の如く水分の減少は、室i氣温度の飽和

叢（10D－H）に封して、飽和差小なる傷合には特に調節能力を示すもの曳如く・同一酵）差にて

も多撚の側の1％は減少作用に與る事大なるが如し。

　勘1此の黙は、調節作用の實験によつても明に認め得らるム所なるべし、但し，著者の鵬合は

起慰絶食中にして食物より來るべき水分は考慮に入る必要なき膓合なりとす。

次に或～醗灘度の範園内では、温慶1°F漁度1％との体量減少作用は、略同一なるを確かゆ充

り⊂

　v．摘　　要

　本實験にては獄兇の休重量の減少に及ぼす温度並に漁度の作用に就き主として絶食慧を材料

として實験を行つた。之に％り得たる結果の大要は欽の如くである。

　1，維食中休重量の減少は温度並に滅度に關し、時闇的に測定せるに死に至るまで略直線的

である。

　2，休重の減少の大部分は水分減少による。特に乾燥の霧合は多灘に比しその絶樹量に於て

固形分の減少よりも水分の減少大なり。

　3，軍位休量より箪1立時間内に減耗する割合は、温度に就ては90°（F）より47°までは急激

の減少をなすが、之以下37aまでは却つて減少量が47°（F）澄より稻多V・。之は47°以下は既

に家獄の生理的最低湿度以下で1’楚つて生活力を失つてゐる爲に漁度（本實験では50％）の影響

が大なるによるのであらう。

漁度に就ては、休最減少の大部ウ憶水分の獲散によるものであるが、IL一ヒの7kの’7N失は室氣の

漁度の飽和叢（100－－H）に關係するものであつて本實瞼に於て臨飽和i差大なる程、減少量も大

である、然し甚だしき乾燥の場合は曲練的で調節作用あるが如くに考へられる。

　4，濃度名1：（F）が休量減少に作用する割合は60“・・－90°（F）（漁度50鬼）の範園では高温程

納大なる傾向あり。之以下は温度の影響ではなく漁度の影響を受くる爲であらう、急激に減少

量大となる。

　漁度各1％が休量減少に作用する割合は、漁度多きに從ひ（巌密に書へば飽和差の小なる側

に於て）大で特にεO％以上は慧激に大となる。

5，温度60’－90°FG腋50）％測黒度50％～60％㈹度80°）の範園では、淵慶ユ゜Fの上

昇と、漁度1％の減少（飽和差1の増加）は略同程度に体量減少に作用する。

　6，獄兇は休最の減少に封し調節能力を有す。芭il生体と死休に就き低漁及多漁の歌態におき

休量の減少を見たるに生休に於て低漁度の傷合は体量減少の制御作用を示し，多漁の場合は却

つて減少促進の作用を現す傾向が認められる。　（於」二田羅綜專門肇校）

本丈は第3圏日本罎綜畢會（1932）に於て豫綴せるものの一部を本報とした’るものなVo

文　　献

1．　Bodine，　J．1ヨL，（1921）　Factors　inHuencing　the　water　conte【ユt　乱nd　tlle　rα　te　of　metabolism　of　certain

orflloptera，



28　　　　　　　　　　　　　　獄　　　綜　　　墨　　　毅　　　誌　　　　　　　　　　　　〔第六雀

　　Jour・Exp．　ZoδL　VoL　32，　p．1．37－－164．

　2。　HalI，　F．　G．（1922）　　The　vit：　11iniit　of　exsication　of　certain　aiihlia工s．　　Bio1．　BulL　VoI．42，　NQ．1

　　　P．31－5L

　3・　　Hal1・F・G・and　Root・R・「～V・（1930），　　　　「Vhe　hlnロenco　of　huinidity　on　the　hody　te建nperaI1lre　（卜f

　　　certain　poikirotherms・　　　B芝oL　Bu1L　Vol，58，　No．1P．52－57．

　4．　Smitll　Vemon　D．　E，　and　G．］風Jackson．（1931）Tlle　change　during　clescicat’ion　and　rehydration　ln

　the　body　and　organs　of　the　leopard　t’rog（Rana　Piplens．）BiQI．　BulL，　VoL　60　NQ．1，　p．80－93，

　5・Ad・lpl・・Edw・・d　F・（1932）The　v・p・・tensi・…1・tiQ…笛・gs・13i・1・B・ll．　V・L　62・N・．ユP．112－125．

　6・池田榮…太郎（1913）飢餓と体澱の減耗實験獄体解剖生理論

　7．　　」臼「ジ番芳男　　（1932）　　日本蜜置綜學茅雌誌　　第3巻第2翔駐　　p194

　　　　　　　　窒氣灘度と鑑晃の水分畿散並に炭酸瓦斯呼田澱に就て

　8・板谷健吾（1933）家鐡幼鐡’の飢餓障轡に就いて　日本翻綜駆維誌第4巻第2號P177

　9．　山口定次郎　（193i）　簸兇の紹食生命に及ぼす大氣灘度の影響に就て

　　　　　　　　獄懸學尉産言志　第四雀」　第二二號　　　P62～68

　10・　t・ltM定次郎（1932⊃鐡児の生命に及ぼす灘渡の影響1

　　　　　　　　絶食中に於ける關係に就て　　醒綜學雑誌　第3岱　第2號　p193

11小泉涛明（1929）昆最の獲育に及搾す大無灘度に閣する研究酬郷判鷹4倦48蹴P254
　　　　　　　　・・一・270

：2・小泉滞明（1931）鋤物の水分獲散作用に關ナる生灘騨臓生態學的研究（第二報）動物畢剰鷹

　　　　　　　　Vo145　No，532，533

13・西村源吉（1930）鳩の緬食と体重との關係に就きて鋤豫42雀504號

ld・西村源吉（／931）鳩の絶食と露繊器の重塁游失に就きて動藤43巻51峨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和八年七月五日受理）

On the Effect of Temperature and Humidity of the Air 

upon the Diminution of the Body Weight in the 

Silkworm larva, Bombyx mori L.

Sadajiro YAMAGUCHI

（Received　July　10．1933）

　　　　Bξsum6

　　　The　physiological　importance　of　water　to　organisms　is　too　welI　known　to

requir　special　discussion．

　　　Generally，　the　lepidopterous　larva，　contains　a　great　deal　of　water　in　the

body．　In　the　silkworm　the　88～85％of　the　body　weight　is　the　water．

　　　Therefore　telnperature　and　moisture　of　the　air，　espeqially　ups　and　downs

of　water　in　organisms，　gives　a　great　ef飽ct　to　the　animal　in　phyisology　and　ecology，

　　　On　the　silkworm　starved，　author（1931）has　ever　investigated　the　infiし1ence

of　relative　humidity　upon　the　length　of　surviva1．

　　In　other　animals，　change　of　water　content　and　body　weight，　and　functions



第一號〕　　　　　家獄の体重mR少に及ぼす混度蜘ζ灘慶の作用に就て　　　　　　　29

of　evaporation　were　already　stud｛ed　by　many　authors，　such　as　Bodine，　Ha11，

Smith　Vernon　and　Jackson，　Okawa，　Koizumi，　Nishimura，　Masui，　Itaya，　Ikeda

and　others．

　　　As　far　as　a　uthor’s　knowledge　concerned，　however，　the　in且uence　of　tempera－

ture　and　moisture　upon　the　fo！lowing　problems　is　not　yet　reported．1）Type

of　diminution　of　body　weight，2）amount　of　diminut1on　in　certain　hours，3）

actlon　of　both　temperature　and　hurnidity　for　diminution，4）ability　of　regulation

to　diminution　and　5）the　rate　of　diminution　of　water　and　solid．

　　　　So　that，　in　this　paper　these　problems　above　mentioned　were　described。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Material　and　method

1，Materia1，

　　　Materjals　used　in　this　experiments　are　as　follows．　　　　　　　　　　　「

　　　　　1）　Just　finished　the　3rd　moulting．

　　　　　　　　　C，No．101　x　E．　No．9　，　J．　Noユ10．　　C，　No，103．

　　　　　2）　Just　finished　the　4th　moulting．

　　　　　　　　　J．No，1．×C，　No．4　　　J．　No．110，　　C．　No．103，　　’

　　　　　3）　3days　after　the　4　th　moulting，　C，　No．101．

　　　（C．．．．…dユinese　　E・・…・European　　工…－Japanese．）

2．Method．

　　　For　the　temperature　apparatus，　thermostat，　incubating　roDm　and　cold　sto・

rage　were　used．’

　　　For　the　humidity　the　various　definite　solution　of　H2SO4（by　Regnault）were

prepared（see　the　previous　report．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　Experimental　results

　　　The　experimental　results　obtained　are　as　follows．

　　　　1．Temperature　and　humidity　of　the　air，　during　starvation，　they　decrease

linearly　the　body　weight　of　the　animals　respec亡ively，　up　to　death．

　　　2．The　great　diminutiou　of　the　body　weight　is　dし1e　to　the　loss　of　water，

　　　3．Durjng　starvation，　the　amount　of　diminution　of　a　cer亡ain　body　weight

in　certain　hours　are　as　follows．

a）　In　the　range　of　90°～47°F　（90°，80s，68°，62°and　47°F）　the　temperature

decreases　body　weight　considerably，　but　in　lower　temperature　it　sems　to　be

affected　by　the　humidity，

b）The　smaller　the　moisture　the　larger　the　amount　of　Ioss　irl　weight

（mainly　the　water　loss）becomes・

　　　This　is　similar　to　the　evaporation　of　water　that　is　proportiorユal　to　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
saturation　deMciency（100－H）　of　the　air．　（H　is　relative　hUrnidity）．　　1耳the　drier

state，　however　it　seem＄to　show　an　ability　of　regulation（prevention　of　the

evaporation）．

　　　4．In　the　range　of　47°～90°F（at　50％of　humidity），　the　amount　of　diminu・

tion　of　the　body　weight　affected　by　change　of　la（F）is　relatively　large　in　the
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high　temperature．　But　on　the　lower　temperature3　it　seams　to　be　affected　by

hurni4ity．

　　　　The　amount　of　th2　diminution　affecteaf　by　change　of　1％of　humidity　be・

comes　large　on　the　higher　humidity（in　the　other　word　oll　the　small　saturation

de茄ciency　of　the　air）・too．

　　　　5．In　certain　range　of　temperature　and　humidity（temperature　62°－90°

（F）at　50％of　humidity，　humidity　50－60％at　80°（F）of　temperature），　the　change

　　of　1°．（F）and　1％of　hinmidity　causes　pearly　the　same　change　of　body　weight．

　　　　6．In　the　livjng　silkworm　it　seems　to　have　the　ability　of　regulation　for

diminishing　of　body　weight，　it　is　prevented　in　the　dry　state　and　accelerated

in　the　wet　state．

　　　　（The　Imperial　College　of　Sericulture　and　Silk－industry　Uyeda，　Japan．）


